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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

入 賞 し た ５ 作 品
年 生 か ら 、

2 6年 の 個 人 の

抱 負 や 世 の 中 へ の 希 望 など を 漢 字 一 字 で 表 現 し た書 を 、 昨 年 末 に 募 集 。 対象 者 （ ３ ２ ０ ５ 人 ） の 約４ 割 に 当 た る 、 １ ２ ７ ８人 か ら 作 品 が 寄 せ ら れた 。 入 選 し た １ ０ ０ 点 が展 示 さ れ て い る 。　
最 優 秀 賞 に 輝 い た の

は 、 有 道 統 実 さ ん （ 附 属山 口 小 ５ 年 ） に よ る「 絆 」 の 字 。  「 も っ と み んな の 絆 が 深 ま っ て ほ しい 」 と の 願 い を 込 め た 。続 く 優 秀 賞 に は 木 村 綾 乃さ ん （ 名 田 島 小 ６ 年 ） の「 貫 」  、 市 教 育 長 賞 に は 金森 日 和 さ ん （ 大 内 小 ６年 ） の 「 進 」  、 菜 香 亭 賞に は 平 田 璃 衣 紗 さ ん （ 秋穂 小 ６ 年 ） の 「 将 」  、 特別 賞 に は 大 庭 源 太 郎 さ ん（ 附 属 山 口 小 ６ 年 ） の「 跳 」 が 選 ば れ た 。　
応 募 さ れ た 漢 字 一 字

は 、

2 0年 以 降 ７ 年 連 続 で

「 楽 」  （

6 9点 ） が 最 多 だ っ

た 。 同 施 設 の 吉 岡 志 峰 さん は 「 最 多 の 『 楽 』 が 前回 の １ ０ ５ 点 か ら

6 9点 に

な っ た よ う に 、 今 回 は さま ざ ま な 漢 字 が 選 ば れた 」 と 話 す 。 ミ ャ ク ミ ャク の 「 脈 」 や 、 お 米 を た

　
企 画 展 「 ２ ０ ２ ６ 年 を

漢 字 一 字 で 表 す 書 道 展 」が 、 ３ 月 １ 日  （ 日 ）  ま で 山口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市 天 花１ ） で 開 催 さ れ て い る 。
1 9年 に 始 ま っ た 取 り 組 み

で 、 今 回 で ８ 回 目 。　
山 口 市 内 の 小 学 ５ ・ ６

く さ ん 食 べ た い か ら「 米 」  、 平 和 を 望 む 「 和 」な ど の 漢 字 も あ っ た 。　
観 覧 料 は 、 一 般 １ ０ ０

円 、 小 ・ 中 学 生

5 0円 （ 未

就 学 児 無 料 ）  。 問 い 合 わせ は 同 施 設 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

３ ３ １ ２ ） へ 。

火 曜 休 館 。　

2 4日  （ 土 ）  午 前 ９ 時 半 か

ら は 表 彰 式 が 開 催 。 そ の際 、 山 口 高 書 道 部 に よ る「

2 6年 を 表 す 漢 字 一 字 」

を 、 ２ 畳 分 の 大 き さ の 和紙 に 揮 ご う す る パ フ ォ ーマ ン ス も 実 施 さ れ る 。 書か れ た 書 は 、 同 日 以 降 の会 期 中 、 同 施 設 内 に 展 示さ れ る 。

　
山 口 市 が 開 催 中 の 「 デ

コ 活 川 柳 コ ン テ ス ト 」 には 、 昨 年

1 0月 か ら

1 1月 に

か け て ２ ２ ４ 点 の 応 募 が寄 せ ら れ た 。 そ の 中 か ら１ 次 審 査 で 、 入 賞 候 補 とな る

2 0点 が 選 出 。 現 在 、

山 口 市 に 在 住 も し く は 通勤 ・ 通 学 し て い る 人 に よる 「 決 選 投 票 」 が 受 け 付け ら れ て い る 。 締 め 切 りは

3 1日  （ 土 ）  。

　
候 補 作 品 は 「 メ イ ク よ

り
 

料 理 の リ メ イ ク
 

上 手

い 母 」  「 残 り 物

　
集 め て

パ パ の

　
ワ ン プ レ ー ト 」

「 ゴ ミ 減 ら し

　
焼 却 場 も

　
腹 八 分 」 な ど 。

　
投 票 は 、 ① ウ ェ ブ サ イ

ト ② 専 用 は が き の い ず れか で 。 ① は 、 特 設 サ イ ト

分 が プ レゼ ン ト され る 。 （ 二 次 元 コ ー ド か ら ） の「 投 票 す る 」 ボ タ ン を クリ ッ ク し 、 必 要 事 項 を 入力 す る 。 ② は 、 山 口 市 中心 商 店 街 の ２ カ 所 （ 山 口井 筒 屋 ２ Ｆ コ ト サ イ ト 、コ ー プ こ こ と ど う も ん店 ） に 置 か れ た デ コ 活 特設 コ ー ナ ー に あ る 「 投 票ハ ガ キ 」 に 必 要 事 項 を 書き 、 郵 便 ポ ス ト に 投 函 する （ 消 印 有 効 ）  。　
① ② 合 わ せ て 投 票 は １

人 １ 回 の み 。 投 票 者 の 中か ら 抽 選 で

3 0人 に 、 山 口

井 筒 屋 ま た は コ ー プ や まぐ ち の 商 品 券 １ ０ ０ ０ 円

「 漢 字 一 字 で 表 す 書 道 展 」
小 学 ５ ・ ６ 年 生 の １ ０ ０ 点 が 展 示～ ３ 月 １ 日

特 設  サ  イ ト

「 決 選 投 票 」  受 付 中「 デ  コ 活 川 柳 コ  ン テ ス ト 」～  ３ １ 日
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板 ﹂ は 約 ６ 万 ４ 千 世 帯 に
﹁ あ な た ﹂ の 情 報 を 発 信

で き ま す 。 お 申 し 込 みは 、 ウ ェ ブ サ イ ト
︵

https://
w

w
w.sunday-

ya
maguchi.co.jp/

︶ 右 上

の ﹁ 各 種 お 申 し 込 み ﹂ ボタ ン か ら 、 フ ォ ー ム ま たは 申 込 用 紙 を ご 利 用 く ださ い 。 有 料 の 場 合 は １ 行
1 1文 字 あ た り ６ ６ ０ 円

︵ 税 込 ︶  、 無 料 の 場 合 は

1 0

行 以 内 。︻ 催 場 ︼

2 2日  （ 木 ）  :

ギ フ

ト 解 体 、

2 5日  （ 日 ）  ~ ２ 月

４ 日  （ 水 ）  :

イ ン テ リ ア 館

ミ ュ ゼ 英 国 ア ン テ ィ ー ク蚤 の 市 、

2 5日  （ 日 ）  ~ ２ 月

1 4日  （ 土 ）  :

バ レ ン タ イ ン

特 設 会 場

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ

ー ︼ ~

2 6日  （ 月 ）  :

設 樂 雅

美 日 本 画 展

　
春 の 瞬 き

次 回 は 1 月 2 8 日 掲 載

︻ 補 聴 器 相 談 ︼

補 聴 器 の

相 談 事 、 新 規 ご 購 入 検討 、 買 い 替 え 検 討 、 調 整な ど 。● 試 聴 器 無 料 貸 出

：

実 際

の 生 活 環 境 で お 試 し 、 ご体 験 で き ま す 。● 認 定 補 聴 器 技 能 者 が 丁寧 に 分 か り や す く ご 説 明い た し ま す 。お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ くだ さ い 。 聴 こ え ・ サ ポ ート セ ン タ ー

☎
０ ８ ３

－

９

２ ９

－ ３ １ ３ ３

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ませ ん か ︼

﹁ サ ン デ ー 伝 言

お 知 ら せ

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 3 0

し 、  ﹁ 廻 っ て おり ま す ～ ﹂ と 拍

手 を 促 す 軽 妙 な る 大 神 楽曲 芸 。 傘 に は ﹁ 末 広 がり ﹂  、 桝 に は ﹁ 益 々 の 繁盛 ﹂  、 毬 に は ﹁ 丸 く 収 める ﹂ な ど と い っ た 縁 起 が込 め ら れ て い た ▼ 実 は 当館 に も あ る の で す 。 お めで た さ が 隠 さ れ た 縁 起 のい い 絵 が 。  ︽ 蓬

ほ う

莱 ら い

山 図 ︾

も そ の 一 つ 。  ﹁ 蓬 莱 山 ﹂と は 、 古 代 中 国 で ︿ 東 の
海 の 彼 方 ﹀ に あ る と 信 じ られ た ︿ 不 老 不 死 ﹀ の 霊 山 ▼つ ま り こ れ は 、 亀 の 上 に 載せ ら れ た た だ の 盆 栽 で は なく 、 日 本 人 に と っ て は こ の上 も な く あ り が た い 画 題 なの で す ▼ 大 神 楽 と は ま た 一味 違 っ た お め で た さ 。 畳 の展 示 室 で 、 静 か に 味 わ う 新春 は い か が で し ょ う か 。※ ﹁ 新 春 寿 ぐ 吉 祥 画 ﹂  ︵ ２月 ４ 日 ま で ︶ 展 示 作 品 よ り

　
︿ お 正 月 ﹀ と い え ば 、 い

ま や 箱 根 駅 伝 を あ げ る 方 も多 い と 思 う が 、 か つ て の 私に と っ て の そ れ は ﹁ お め でと う ご ざ い ま す ～ ﹂ で お なじ み の 海 老 一 染 之 助 ・ 染 太郎 師 匠 。 張 り の あ る 一 声 だけ で 有 無 を 言 わ せ ぬ 華 や かさ が 漂 っ た 。 最 近 の お 正 月が ど こ と な く 物 足 り な い のは お 二 人 が 亡 く な っ た せ いに 違 い な い ▼ 開 い た 和 傘 の上 で 桝 や 毬 を コ ロ コ ロ と 廻 新 春 を 寿 ぐ

　

県 立 美 術 館

 

河 野

　
通 孝

《 蓬 莱 山 図 》  （ 部 分 ）

1 6世 紀

照 陽  （ 生 没 年 不 詳 ）

2 1 2 0

　
家 庭 の 冷 蔵 庫 や 食 品 庫 に 、 使 い 切 れ ず に 残

っ て い る 食 材 は あ り ま せ ん か ？

　
気 温 が 低 い

冬 は ﹁ 寒 い か ら 大 丈 夫 ﹂ と 油 断 し が ち で すが 、 実 は 冬 で も 食 中 毒 や 食 品 の 劣 化 は 起 こ りま す 。 常 温 に 置 い て い る も の だ け で は な く 、冷 蔵 庫 の 中 の 食 材 に も 注 意 が 必 要 で す 。　
寒 い 季 節 を 健 康 に 過 ご す た め に 、 家 庭 で の ﹁ 保 存 の 落 と し

穴 ﹂ を 見 直 し て み ま し ょ う 。

　
冬 は 外 気 が 冷 た い も の の 、 暖 房 で 室 温 が

2 0℃ 前 後 に な る 家 庭 も 多

く 、 食 品 が 傷 み や す い 環 境 で す 。 調 理 後 の 食 品 は 粗 熱 が 取 れ し だ い 密閉 容 器 に 入 れ る か ラ ッ プ で 包 み 、 速 や か に 冷 蔵 庫 へ 入 れ ま し ょ う 。　
特 に 煮 物 や カ レ ー な ど を 鍋 ご と 常 温 に 置 き っ ぱ な し に す る の は 危 険

で す 。 鍋 の 中 が 温 か い 状 態 か ら ゆ っ く り 冷 め る 過 程 で 菌 が 繁 殖 し や す

冬 の ぽ か ぽ か 室 内 は 、  菌 に も 快 適

常 温 で 保 存 す る 食 品 の 注 意 点「 も  っ  た い な い 」  よ り  「 安 全 」  を 優 先 に

（  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り冬 の 保 存 食 に 注 意 ！見 落 と し が ち な 家 庭 の 保 存 リ ス ク

　
お 菓 子 や 干 物 、 み そ 、 し ょ う ゆ な ど 常 温 保 存 す

る 商 品 、 こ れ ら も 保 存 場 所 に よ っ て は 品 質 が 劣 化し ま す 。 直 射 日 光 や 暖 房 の 熱 が 当 た る 場 所 は 避け 、 風 通 し の よ い 冷 暗 所 に 置 き ま し ょ う 。 開 封 後は 、 商 品 の 表 示 に 従 っ て 保 存 し 、 早 め に 食 べ 切 り ま し ょ う 。　
特 に 小 麦 粉 ・ パ ン 粉 ・ 米 な ど は 、 開 封 後 に 湿 気 が 入 る と カ ビ や 虫 の

発 生 の 原 因 に な り ま す 。 開 封 後 は 湿 気 や 虫 が 入 ら な い よ う に 、 密 閉 容器 や チ ャ ッ ク 付 き 袋 に 入 れ 、 直 射 日 光 が 当 た ら ず 高 温 多 湿 を 避 け た 、涼 し く 乾 燥 し た 場 所 で 保 管 し ま し ょ う 。　
﹁ せ っ か く 作 っ た か ら ﹂  ﹁ ま だ 大 丈 夫 そ う ﹂ と 思 っ て 食 べ て し ま い 、

そ れ が 原 因 で 体 調 を 崩 し て し ま う 可 能 性 も あ り ま す 。 食 中 毒 の 原 因 菌や ウ イ ル ス は 、 に お い ・ 味 ・ 見 た 目 で は 判 断 で き ない こ と が 多 い た め 、 少 し で も 不 安 を 感 じ た ら 思 い 切っ て 処 分 し ま し ょ う 。　
週 に 一 度 は 食 品 棚 や 冷 蔵 庫 を チ ェ ッ ク し 、 古 い も

の や 使 い か け を 整 理 す る 日 を 作 る の も お す す め で す 。 く 、 食 中 毒 の 原 因 菌 ﹁ ウ ェ ル シ ュ 菌 ﹂ が 急 激 に 増え る こ と が あ り ま す 。　
一 晩 置 く 場 合 は 、 ま ず 鍋 の ま ま 粗 熱 を 取 り 、 底

の 浅 い 平 ら な 容 器 や 保 存 用 袋 な ど に 小 分 け に し てか ら 冷 蔵 ま た は 冷 凍 し ま し ょ う 。 温 め る と き は 鍋を よ く か き 回 し な が ら 、  十 分 に 加 熱 し て く だ さ い 。

鈴 木

 俊 幸

 院 長

Ｑ . 膵 臓 っ て 何 を し て いる ん で す か ？Ａ .

膵 臓 は 身 体 の 真 ん

中 、 ち ょ う ど 胃 の 裏 に ある 臓 器 で す 。 大 き く 二 つの 機 能 が あ り ま す 。 外 分泌 と 内 分 泌 で す 。 外 分 泌は 消 化 酵 素 を 含 む 膵 液 を消 化 管 に 分 泌 し 、 食 物 の消 化 吸 収 を 行 い ま す 。 膵液 に は 脂 質 、 タ ン パ ク質 、 糖 質 と い う 三 大 栄 養素 す べ て を 消 化 で き る 酵素 が 含 ま れ て い ま す 。 特に 脂 質 を 消 化 す る リ パ ーゼ は 膵 臓 で の み 分 泌 さ れま す 。 一 方 、 内 分 泌 は 血液 中 に ホ ル モ ン を 分 泌 して 主 に 血 糖 値 の コ ン ト ロー ル を 行 っ て い ま す 。 血糖 値 を 下 げ る ホ ル モ ン は膵 臓 で の み 分 泌 さ れ 、 イン ス リ ン と い い ま す 。 また グ ル カ ゴ ン と い う 血 糖値 を 上 げ る ホ ル モ ン も 分泌 さ れ て い ま す 。　
こ の よ う に 膵 臓 は 、 食

物 の 消 化 吸 収 、 エ ネ ル ギー へ の 変 換 を 調 整 す る 重要 な 過 程 を 担 っ て い ます 。 慢 性 膵 炎 や 膵 腫 瘍 など の 膵 疾 患 が あ る 場 合 、内 外 分 泌 機 能 が 低 下 し 、糖 尿 病 や 下 痢 ・ 消 化 不良 ・ 栄 養 失 調 に な る 可 能性 が あ り ま す 。 急 激 な 血糖 値 の 悪 化 や 体 重 減 少 を認 め た 際 は 、 膵 臓 の 病 気を 疑 う こ と も 重 要 と な りま す 。す ず き 内 科 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

７ ６ ０ ０

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


